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献
呈
の
こ
と
ば

　

松
生
建
先
生
は
、平
成
二
七
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
で
広
島
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、法
学
部
よ
り
法
科
大
学
院（
大

学
院
法
務
研
究
科
）
が
分
離
独
立
し
て
間
も
な
い
激
動
の
平
成
一
六
年
四
月
に
着
任
さ
れ
、
以
降
一
一
年
に
わ
た
り
広
島
大
学
法
学
部
と

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
に
お
い
て
刑
法
の
教
育
・
研
究
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
究
面
で
は
、
刑
法
と
法
哲
学
・
法
思
想
と
の
架
橋
と
も
い
う
べ
き
ヘ
ー
ゲ
ル
の
刑
法
理
論
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
作
品
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
面
で
は
、
法
学
部
と
大
学
院
に
お
い
て
刑
法
を
講
じ
て
、
多
く
の
優
秀
な
学
生
を
育
て
ら
れ
、
研
究
者
養
成
の
み
な
ら
ず
法
曹
界

を
は
じ
め
と
し
て
多
方
面
に
学
生
を
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
内
行
政
に
お
い
て
も
法
学
部
と
大
学
院
の
双
方
に
お
い
て
重
要
な
委
員
を
歴
任
さ
れ
大
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
長
ら
く
社

会
科
学
研
究
科
の
代
議
員
を
務
め
ら
れ
大
学
院
の
重
要
な
決
定
に
関
与
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
松
生
先
生
の
大
き
な
功
績
に
感
謝
し
、
こ
こ
に
退
職
記
念
号
を
刊
行
し
、
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た

論
文
は
い
ず
れ
も
珠
玉
の
も
の
で
あ
っ
て
、
先
生
の
ご
功
績
に
応
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
二
八
年
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
大
学
法
学
会
会
長
（
広
島
大
学
法
学
部
長
）　　
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